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京都市内を流れる鴨川の河川敷は，京都の歴史的な街並みとともに，多くの地元の住民や観光客が訪れ

る場所となっている．しかし，平安時代より現在まで治水事業が行われている水害常襲地でもあり，集中

豪雨が発生すると河川が氾濫して大規模な被害をもたらす危険性がある．よって，河川敷の安全な利用の

ためには，利用者自身の安全意識が重要になると考えられる．また，近年では外国人の観光客も増加して

いるため，景観の魅力にも配慮した河川整備を進めていく必要がある．そこで本研究では，鴨川河川敷の

日本人及び外国人の利用者を対象としてアンケート調査を実施し，河川敷の利用形態，水害に対する危機

意識，景観のイメージについて分析することで，鴨川河川敷の良好な水辺環境の実現と安全に利用できる

環境を整備する上での課題について検討した．  
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1. はじめに 

 

京都市内を流れる鴨川の河川敷は，京都の歴史的な街

並みとともに，多くの地元の住民や観光客が訪れる場所

となっている．しかし，平安時代より現在まで治水事業

が行われている水害常襲地でもあり，集中豪雨が発生し

た場合，河川が氾濫して大規模な被害をもたらす危険性

がある．そこで，鴨川では，大雨による急な水位の上昇

等の河川敷利用の危険性の問題や水害に強い地域社会の

実現と良好な水辺環境と沿岸景観の保全等の観点を踏ま

えた河川整備に取り組む 1)としている．ただし，河川の

自由使用において，その安全確保については，自分の意

思に基づき行動する限り，最終的には自己責任において

行うべきとの考え方が存在する 2)．したがって，河川敷

利用者の安全を確保するためには，利用者自身が大雨に

対する安全意識を持つことが重要である．また，良好な

水辺空間の利用のためには，利用者が河川敷に魅力を感

じる要素について具体的に把握することも重要である． 

さらに，京都府における外国人宿泊者数は，平成 24

年（2012年）から平成 30年（2018年）にかけて増加傾

向にあること 3)から，日本人だけでなく外国人観光客に

も配慮した河川空間の景観機能の整備を行う必要がある．  

水辺空間の利用形態に関する既往研究では，石河ら 4)

は，武庫川の河川空間利用者を対象とした河川利用時の

危険性や水難事故に関する意識についてのアンケート調

査により，利用時の安全意識に影響を及ぼす要因を明ら

かにした．また，福井ら 5)は，鴨川河川敷を対象として，

春・夏・秋を通じて SD 法を用いたアンケ―ト調査によ

り，各季節の水辺空間と緑地空間における魅力を把握し，

鴨川の景観の魅力や印象の季節変化を明らかにした． 

そこで本研究では，既往研究の方法を参考にし，鴨川

河川敷の日本人及び外国人利用者を対象としたアンケー

ト調査を実施することで，河川敷の利用形態，大雨への

安全意識，河川空間の景観のイメージについて把握する

ことで，鴨川河川敷の良好な水辺環境の実現と安全に利

用できる環境を整備する上での課題について検討した． 
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2. 調査方法 

 

(1) 調査区域の設定 

対象地域は，図-1に示すように，鴨川の北山大橋から

七条大橋までの河川敷である．鴨川の特徴として，流路

が長く，区域によって異なる沿川環境が形成されている

ため，図-2に示すように，北山大橋から七条大橋までの

17 の橋をもとに 16 の区域に分割した．表-1 に，調査区

域の橋間距離（エリア別の距離）を示す． 

 

(2) 事前調査（利用者数調査） 

事前調査として，区域ごとの利用者数の傾向を調査し，

各区域のアンケート調査人数を決定した．本調査は，令

和元年（2019年）の 6月から 9月までで，1か月ごとに

平日と休日の 2 回行った．開始時間は午前 11 時，終了

時間は午後 3時である．現地の橋から，上流側，下流側

の右岸，中州，左岸の様子の静止画・動画を撮影し，画

像・動画をもとに利用者数を調査した．このとき，上流

から下流へ向かっていくように調査を行った．  

 

(3) 利用者を対象としたアンケート調査 

鴨川河川敷の利用形態，利用時の大雨（洪水）に対す

る安全意識，景観のイメージを構成する要素を把握する

ことを目的として，実際に河川敷を利用している日本人

及び外国人を対象としたアンケート調査を実施した．本

調査は，令和元年（2019年）の 11月 8日（金）に行っ

た．開始時間は午前 11 時，終了時間は午後 3 時半であ

り，当日の天候は晴天であった．  

アンケート調査は，現地で利用者にアンケート用紙を

直接渡し，回答を書いてもらう形式で行った．主な調査

内容について，表-2に示す通り，日本人利用者には大雨

への意識やイメージについて詳細な質問を用意し，外国

人利用者には景観のイメージの理由や過去に起こった水

害の知識といった簡易な質問を用意した． 

 

(4) SD法を用いた印象評価分析 

本研究では，鴨川河川敷に対して利用者のイメージの

構成要素を分析するために，SD 法（Semantic Differential 

method）7)を用いた．この方法は，ある事柄に対して個

人が抱く印象を相反する形容詞の対を用いて測定するも

ので，それぞれの形容詞対に尺度を持たせ，その尺度の

度合いによって対象の意味構造を明らかにしようとする

ものである．本調査では，既往研究 5)と同様の20の形容

詞対（図-3）を作成し，日本人利用者のみを対象として

評価を求めた．得られた評価値をもとに，因子分析を行

うことで，鴨川のイメージの構成要素を分析した．因子

分析は，計算に SPSS を用い，因子抽出法は最尤法，回

転法はバリマックス回転とした．  

  

表-1 対象区域及び橋間距離（北山大橋～七条大橋） 

 

 

表-2 アンケート調査の質問項目（日本人・外国人） 

  

図-1 調査対象地域（参考文献 6）に加筆） 

 

 

図-2 調査区域のエリア分け（17の橋をもとに16分割） 
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3. 調査結果・分析 

 

(1) 事前調査（利用者数調査） 

図-4に示すように，調査結果で得られた河川敷の区域

別の利用者数の平均と各区域の距離をもとに，利用者の

密度を算定した．平日・休日ともに，最も利用者が密集

している区域は，出町橋～賀茂大橋の区域であり，最も

利用者が密集していない区域は五条大橋～正面橋の区域

であった．算定した利用者数密度を用いて，アンケート

調査の各区域での目標サンプル数を決定した．  

 

(2) アンケート調査 

本調査における回答者は，日本人利用者が 168人，外

国人利用者が 52 人であった．また，外国人利用者の国

別の回答者数は，オーストラリア13人，オランダ5人，

カナダ 5人，アメリカ合衆国 4人，インドネシア 3人，

イギリス 3人，中国 3人，ドイツ 3人，ロシア 2人，ア

ルゼンチン 1人，インド 1人，オーストリア 1人，韓国

1人，シンガポール1人，スウェーデン1人，スペイン1

人，デンマーク 1人，フランス 1人，ベルギー1人，無

回答 1人であった． 

a) 日本人利用者の回答結果 

アンケート調査の結果から，鴨川河川敷の利用形態と

大雨への意識について分析した．河川空間の印象評価に

関する分析は，SD法による結果（後述）を用いた． 

所要時間・利用頻度の回答結果について，地元住民と

観光客で分けたものを表-3に，流域の上流側・下流側で

分けたものを表-4に示す．京都市在住の利用者の 49%は，

週に 2回以上利用し，88%は月に 1回以上利用している．

一方で，京都市外在住の利用者の 70%は，月に 1回未満

である．また，上流側よりも下流側の方が，河川敷まで

の所要時間が長い利用者が多く，利用頻度が少ない利用

者が多いことがわかった． 

図-5に，日本人利用者の大雨に対する意識を示す．大

雨を意識していると回答した利用者は全体の 4割程度で

あった．図-6に，回答者の大雨が降り出した場合の行動

を示す．すぐに避難するという積極的な避難姿勢を示し

た人は全体の 34％であった．また，周りが避難した場

合や水かさが増してきた場合といった状況変化による避

難姿勢を示した人は 53%であった．図-7に河川利用中に

危険を感じる状況を示す．大雨が降ってきたときに危険

を感じると答えた人は全体の約 4割と一番多く，次に危

険を感じると答えた人が多かったのは急に水かさが増し

たときであった．また，警報がなったとき，水辺を利用

しているとき，河川敷を利用しているとき，と答えた人

は，危険を感じないと答えている人より少なかった． 

 

図-3 SD法の質問用紙（20の形容詞対） 

 

 

図-4 事前調査に基づく利用者数密度（16区域） 

 

表-3 鴨川までの所要時間・利用頻度（住所での比較） 

 

 

表-4 鴨川までの所要時間・利用頻度（流域での比較） 
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鴨川河川敷へ来るまでの所要時間・利用頻度と大雨に

対する意識の関係をそれぞれ図-8，図-9 に示す．鴨川河

川敷への所要時間が短いほど，また利用頻度が高いほど

大雨に対する意識が強いと考えられる．χ2検定の結果

より，利用頻度で分けたデータには有意差が得られた． 

また，鴨川河川敷の上流側（北山大橋～丸太町橋）と

下流側（丸太町橋～七条大橋）に分割して，利用者の大

雨への意識の違いについて比較した結果を図-10 に示す．

下流側の方が，大雨への意識をしていると回答した人が

約 2%多かったものの，大きな違いは見られなかった．  

b) 外国人利用者の回答結果 

外国人回答者に対しても同様に，大雨への意識と河川

空間の風景のイメージについて分析を行った．  

鴨川の風景をどのように感じているのかという質問に

への回答では，回答者全員が肯定的なイメージを持って

いた．また，回答者の鴨川の風景へのイメージを図-11

に示す．肯定的なイメージを持った理由として，広い空

間であることや水の流れという回答が多かった． 

鴨川が氾濫するかという質問への回答では，鴨川が氾

濫すると思わないという回答をした人が 69%と多かった．

また，大雨によって鴨川が氾濫すると思うかについての

回答と鴨川で過去に起きた水害についての知識の有無に

ついての回答の関係を図-12 に示す．過去の水害につい

て知識がある人の方が，氾濫に対する危機意識を持って

いる割合が高いことがわかった．また，χ2検定の結果

より，これらのデータには有意差が得られた． 

 

図-8 所要時間と大雨への意識との関連（日本人） 

 

 

図-9 利用頻度と大雨への意識との関連（日本人） 

 

 

図-10 大雨への意識（上流側と下流側の比較） 

 

 

図-11 鴨川に肯定的なイメージを持った要因（外国人） 

 

 

図-12 水災害の知識と大雨への意識との関連（外国人） 

 
図-5 鴨川利用時の大雨への意識（日本人利用者） 

 

 

図-6 急に大雨が降りだした場合の行動（日本人利用者） 

 

 

図-7 どのような時に危険を感じるか（複数回答可） 
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(3) SD法を用いた鴨川河川敷のイメージ分析 

本研究では，流域（上流側と下流側）と利用頻度に着

目して，比較分析を行った．図-13，図-14に，回答平均

値を算出して図式化したものを示す．平均値の比較では，

特に大きな違いは見られなかったものの，全体的に風景

の美しさ，四季の移ろい，緑や水辺の自然，広く明るい

空間といった要素がイメージの構成要素といえる． 

また，対象区域全体，上流側（北山～丸太町），下流

側（丸太町～七条）で回答結果を整理して，因子分析を

行った．結果を表-5～7 に示す．因子分析結果と河川の

特徴に関する自由記述回答を踏まえて，イメージの構成

要素である因子を命名した．対象区域全体では，地域

性・個性，快適性，緑や水辺の自然，開放感，賑わいと

いった要素で構成されている．上流側では，色とりどり

の自然，快適性，開放感，賑わいで構成されている．下

流側では，地域性・個性，快適性，均整性，平穏性で構

成されている．また，上流側と下流側で「多彩色な」と

「歴史的な」の印象評価が異なることから，上流側では

緑や水辺の自然を楽しんでいる一方で，下流側では周辺

の京都ならではの伝統的な街並みを含んだ鴨川特有の空

間を楽しんでいると考えられる． 

 

図-13 評価尺度の平均値（利用頻度での比較） 

 

 

図-14  評価尺度の平均値（上流側・下流側） 

 

表-5 因子分析結果（対象区域全体） 

 

表-6 因子分析結果（北山～丸太町） 

 

 

表-7 因子分析結果（丸太町～七条） 
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4. おわりに 

 

本研究では，鴨川河川敷の利用者を対象として，河川

敷利用時の利用形態・大雨への安全意識・景観に対する

イメージについて調査・分析を行った． 

鴨川河川敷の印象評価に関する分析結果より，日本人

利用者は鴨川特有の風光明媚な景色を好み，静かな河川

空間を楽しんでいると考えられる．一方で，外国人利用

者は空間の広がりといった開放性や川の流れといった自

然性をイメージの構成要素としていると考えられる．  

また，大雨への安全意識について，日本人利用者は利

用頻度が多い人の方が利用時の大雨への意識をより強く

感じると回答している割合が高く，外国人利用者は鴨川

で過去に水害が起きたことを知っている人の方が鴨川は

今後氾濫すると思うと回答している割合が高いことが示

された．つまり，鴨川が生活と密着している人や，鴨川

の歴史に関する知識を持つ人ほど，大雨への安全意識が

強いと考えられる．よって，鴨川に馴染みがなく，河川

の氾濫に関する歴史に詳しくない利用者を主な対象者と

して，大雨への安全意識を向上させる取り組みを行うこ

とが重要であると考えられる． 

今後の課題としては，アンケートの調査人数を増やし，

調査期間の偏りを無くすことが挙げられる．なお，本調

査結果を踏まえて，鴨川を対象とした洪水時を想定した

氾濫解析を行い，調査区域ごとの危険性を把握し，利用

者の安全意識との比較分析を行う予定である． 
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STUDY ON USAGE SITUATION, SAFELY AWARENESS, AND IMAGE OF 

JAPANESE AND FOREIGNERS IN THE FLOOD PLAIN OF THE KAMO RIVER 

 

Yutaro NAKASAKA, Naruya MORIMOTO, Taisuke ISHIGAKI and Keiichi TODA 

 
The flood plain of Kamo River, which flows through the city of Kyoto, is a place visited by many local 

residents and tourists, along with the historical cityscape of Kyoto. However, it is also a flood-prone area 

where hydraulic engineering projects have been carried out since the Heian era, and there is a risk of flood-

ing and causing large-scale damage if torrential rains occur. Therefore, for the safe use of the flood plain it 

is considered that the safety awareness of the users themselves is important. In addition, as the number of 

foreign tourists has increased in recent years, it is necessary to promote river development in consideration 

of the attractiveness of the landscape. In this study, a questionnaire research of Japanese and foreign users 

of the Kamogawa flood plain is conducted. In this paper, the risk awareness for flood damage and the 

landscape perception were analyzed. 
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